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いる。次に調査対象地の 5つの伝建地区の概要を示し、真壁は平成 22年 4月に重伝建地区として選定
され、保存修理工事を進める前に被災したこと、そして佐原は平成 8年 12 月に重伝建地区に選定され
てから全体の 7割に保存修理工事を行っていたことなど、分析のために必要な地区の諸状況を提示して
いる。 
 第 3章「真壁の損傷分析」では、真壁の伝統的家屋の町家 54棟、土蔵 19棟を分析対象として、その
被災状況を示している。屋根および外壁・軸組のうちどちらかが中破以上損傷した建物の割合は、町家






いないことが判明したが、特に間口奥行きの壁辺長比で間口方向に 2.5、奥行方向に 1.7 を超えると外
壁・軸組の損傷が起きる傾向を指摘した。 









































平成 28 年 11 月 25 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説
明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格
と判定した。 
よって、著者は博士（世界遺産学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
